
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 24 年 5 月 31 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
2002年に考案したXDFI (X-ray dark-field imaging X線暗視野法) を用いて人体軟組織描画開

発を行なってきた。対象部位は乳房、関節軟骨、頸動脈、冠動脈、腸骨動脈である。開発の方

向は 2 つある。一つは臨床診断応用である。もう一つは病理診断である。特に臨床診断応用を

考えた場合に毎日装置類を整備し臨床診断に備えるためには部位に代わるファントムを用いて

装置類の最善条件を求め調整する必要がある。具体的には最大コントラスト条件を求めるから

である。X 線暗視野法の特色の一つは造影剤なしで軟組織を描画できる点である。その利便性

を認めて開発は世界競争になっている。描画法としては X 線暗視野法をはじめ、DEI 
(Diffraction-Enhanced Imaging)、格子型光学系などがある。X 線に対して透明度が高いファ

ントム開発は重要である。現在のところは 2 次元像、2.5 次元像、3 次元像のすべてについての

基本開発は完了している。ファントム材料としてはゼラチン、水、アガロースの 3 種類である。

これを 35keV エネルギーX 線利用の X 線暗視野法において十分のコントラストが得られるこ

とが実証された。この成果をもとに実際の人体軟組織を模したファントム製作を推進している

ところである。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Development of visualization of human soft tissue has been performed using XDFI (X-Ray 
Dark-Field Imaging) that was proposed by us in 2002. Its objectives were breast, articular 
cartilage, carotid artery, coronary artery and iliac artery. There are two options of 
development; one is clinical application and the other pathological one. It will be needing to 
set up equipment for high contrast using phantom every day before clinical use of a system. 
XDFI, DEI, grating based optics have advantage of visualizing soft tissue without contrast 
agent over absorption contrast. They are in a strong competition. Especially XDFI has 
achieved imaging technique of 2D, 2.5D and 3D images. Gelatin, water and agaros were 
used as material of phantom. It has been proven that these can attain high contrast at 
35keV. A phantom simulating human tissue is under development.  
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１． 研究開始当初の背景 

X線暗視野法開発開始から 8年が経過し

た時点で臨床応用の可能性が見えてき

た。そこで来るべき時に備えて臨床用フ

ァントムを開発することにした。 
２．研究の目的 
  世界的に屈折型医用画像において２次

元、２．５次元、３次元画像のすべてを

完成させたので、ファントム開発も世界

に先駆けて行なうことにした。 
３．研究の方法 
  X 線暗視野法にあわせて２次元、２．５

次元、３次元画像に対応するファントム

を試作することとした。 

４．研究成果 

  ジェラチン、水、アガロースの組み合わ

せに対して高い屈折コントラストを示

した。 
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